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た の

お

みんな

わたしたちは周囲の人達の生浩をよく

知りあい、たすけあいの心をよびおこし

生活に因っている方や、干害などの被災

世帯、めぐまれない子供たちのことを考

え、この運動に協力いた しましょう。

歳末たすけあい運動

12月1日-31日

才17四歳末たすけあい運動が、 12月
1日から31日まで行なわれます。

(10月末日現在)

人口 56，521 

{男 27，215
女 29，306

世帯数 13，567 

出生 84 
死亡 35 

q 
< 

年
末
め
郵
便
物

V
年
賀
状
の
特
別
取
扱
し
は

十
二
月
十
五
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
で
す
が
、
差
し
出
し

が
お
そ
〈
な
る
と
元
旦
に
配

達
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
よ

う
で
す
。
お
そ
〈
と
も
十
二

月
二
十
二
日
ぐ
ら
い
ま
で
に

は
出
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ

ば
、
市
内
あ
て
と
、
そ
の
他

の
地
区
の
分
を
た
ぱ
ね
て
、

「
市
外
あ
て
年
賀
」
「
市
内
あ

て
年
賀
」
と
書
い
た
紙
を
つ

け
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
o

v私
製
は
が
き
の
年
賀
状
も

い
い
も
の
で
す
が
、
表
面
に

は
必
ず
赤
で
「
年
賀
」
と
書

き
ま
し
ょ
う
。
料
金
は
七
円

で
す
。
五
十
通
以
上
出
す
と

き
は
、
料
金
別
納
に
す
る
と

切
手
を
は
る
手
聞
が
は
ぶ
け

ま
す
。
郵
便
局
の
窓
口
に
申

し
出
ま
し
ょ
う
。

V
小
包
は
十
五
日
ま
で
に
し

荷
札
も
厳
重
に
つ
け
、
宛
名

は
は
っ
き
り
書
き
ま
し
ょ
う

V
と
〈
に
子
供
さ
ん
あ
て
の

あ
て
名
に
は
必
ず
:
・
方
を
わ

す
れ
な
い
よ
う
に
。
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新
築

坐食
3家
白木 な
税

ど
課 のf¥ 

と届
出き
をは

(2) 

昭
和
四
十
二
年
一
月
二
日

か
ら
現
在
ま
で
に
新
築
、
増

築
、
改
築
又
は
解
家
さ
れ
た

家
屋
な
ど
の
調
査
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
家
屋

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
で
ま

だ
調
査
を
受
け
て
い
な
い
方

が
あ
り
ま
し
た
ら
課
税
課
へ

お
知
ら
せ
〈
だ
さ
い
。

特
に
解
家
の
場
合
は
必
ず

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

干害たすけあい募金に

協力しましょう

連
絡
し
て
〈
だ
さ
い
。
調
査

も
れ
の
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
課
税
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
と
協
力
く

だ
さ
い
。

米
穀
通
帳
の
有
効
期
間

を
延
長
し
ま
す

市
民
み
な
さ
ん
が
い
ま
使

× 

× 

っ
て
お
ら
れ
る
消
費
者
用
米

穀
通
帳
は
、
有
効
期
聞
が
本

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
明
年
二

月
末
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
ま
ま
と
使
用

t
だ
さ
い
。

な
お
、
新
通
帳
は
来
年
二

月
末
日
ま
で
に
、
各
米
穀
小

売
屈
を
通
じ
て
配
布
い
た
し

ま
す
。

× 
× 

九州を中心とする西日本一帯は、明治27年以来73年

ぶりという干天にみまわれ、長崎県も、干害による被

害が相当に出ています。

乙の被災農家の方々を慰め、再起の一助に資するた

め、長崎県では干害農家たすけあい運動を起し、広〈

一般から浄財を募ることになりました。大村市でも次

の団体が中心となって募金にあたりますので、市民の

方々のと理解と暖かい真心からのと協力をお願いいた

します。

募金は各団体の組織を通じて行われますが、いずれ

の団体にも属きない方々は各町務連絡員を通じてと協

力願います。期間は12月20日までです。

大村市大村市議会大村市農業協同組合松原農業

協同組合大村商工会議所大村市漁業協同組合大

村湾東部漁業協同組合 大村市農業共済組合大村 市

青年団連絡協議会 大村市連合婦人会

× 

‘ . 

恩
給
な
ど
で
事
業
資
金

消
費
資
金
を
貸
付
け

思
給
、
扶
助
料
、
年
金
な

ど
を
お
持
ち
の
か
た
で
事
業

資
金
、
消
費
資
金
が
必
要
な

か
た
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
貸

付
を
行
な
い
ま
す
。

支
給
金
額
は
支
給
年
額
の

三
年
分
以
内
で
最
高
三
十
万

円
、
利
率
は
年
六
分
で
す
。

な
お
、
〈
わ
し
い
と
と
は

長
崎
市
大
黒
町
三
号
国
民
金

融
公
庫
長
崎
支
屈
に
お
た
ず

ね
〈
だ
さ
い
。

転
出
転
入
の
届
出
は

十
四
日
以
内
に

転
出
や
転
入
、
転
居
の
た

め
住
所
地
が
変
っ
た
と
き
は

たのしいみんなの音楽会

才 8回大村市民音楽会が、11月3日、新しい市民会舘

で行なわれました。今年も、コーラス、三曲の合奏、ギ

ター合奏、吹奏楽などもりだくさんのプログラムで、観

る人も時聞をわすれて一日をすCしました.

必
ず
十
四
日
以
内
に
市
役
所

市
民
課
か
各
出
張
所
の
窓
口

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
と
〈
に
、
十
一
月
一

日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
法
が

施
行
さ
れ
、
転
入
、
転
出
、

転
居
、
戸
籍
な
ど
に
と
も
な

う
手
続
き

(
米
穀
類
の
配
給

通
帳
、
住
民
登
録
、
国
民
年

金
な
ど
)
選
挙
人
名
簿
届
出

手
続
な
ど
は
一
回
の
手
続
で

す
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
窓
口
の
手
続
】

転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど

の
届
出
は
、
印
か
ん
、
転
出

証
明
書
、
米
穀
類
の
配
給
通

帳
、
国
民
保
険
証
、
国
民
年

金
子
帳
な
ど
い

っ
し
ょ
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

4 
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巡
回
行
政
相
談
所
を
開

恐
臥

い
ろ
い
ろ
の
役
所
や
公
社

公
団
、
公
庫
、
事
業
団
な
ど

に
関
係
の
あ
る
こ
と
で
)
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
気
軽
る
に
と
相
談
〈
だ
さ

い
。
例
え
ば
、
国
や
県
な
ど

か
ら
も
ら
え
る
は
ず
の
金
が

も
ら
え
な
い
、
役
所
な
ど
の

仕
事
の
た
め
に
迷
惑
し
て
い

る
、
手
続
や
申
出
の
方
法
が

わ
か
ら
な
い
な
ど
で
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
を

守
り
ま
す
。

マ

日

時

四

月

6
日

午

前

日
時
よ
り
午
後

3
時
ま
で

マ
場
所
西
大
村
出
張
所

り(3) 

=結核健康診断=

異状のある方に通知

マ
相
談
員

行
政
相
談
委
員

山
口
秋
博
氏

長
崎
行
政
監
察
局

羽
月
事
務
官

な
お
、
平
素
は
市
内
相
談

委
員
竹
松
郷
三
七
二
の
山
口

秋
博
氏
に
手
紙
、
電
話
ま
た

は
直
接
ご
相
談
〈
だ
さ
い
。

N
H
K
の
ど
自
慢
入
場

整
理
券
を
発
行

マ
発
行
日

十
二
月
二
日
よ

り
十
二
月
十
日
ま
で

マ
発
行
場
所

N
H
K
大
村
通
信
部
・
商
工

観
光
課
・
商
工
会
議
所
・
観

1

1

1

車
雨
通
行
止
i
i
l

水
道
部
で
は
、
水
道

配
水
管
布
設
工
事
の
た

め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
通

行
止
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
附
近
の
方
は
ご
注

意
〈
だ
さ
い
。

マ

場

所

池

田
郷
石
原

地
区
内
農
道
諏
訪
住

宅
七
区
J
植
松
地
区
内

農
道

マ

期

間

臼

月

1
日
か

ら
四
月
白
日
ま
で

光
協
会
・
市
民
会
舘

な
お
枚
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
一
人
一
枚
と
し
、

10月に行なった昭和42年度一般市民

の結核健康診断の結果がわかりました

異状のある方に対しては11月25日の日

に通知を発送しました。通知がなかっ

た方は異状がなかった方です。と安心

〈ださい。

なお、本年の受診状況は、対象者約

14.000名に対し受診者は 6，970名で、
そのうち精密検査を要する人は 412名

でした。受診状況を地区別に見ますと

と〈に市の中央部にあたる大村、西大

村地区の受診率が低〈、市全体では半

数以上の人が受診していないことにな

ります。結核検診を毎年定期的に実施

するのは結核を早〈 発見し早〈治療を

して日本から結核をな〈すことが目的

です。 1年に 1日は自分の体をたしか

める意味で、市民みなさんの中で該当

する方はもれな 〈受診するようにした

いものです。

交
付
終
了
の
場
合
は
期
間
中

で
も
締
切
り
ま
す
。

菊
の
講
座
を
聞
き
ま
す

二
年
後
に
せ
ま
っ
た
長
崎

国
体
に
そ
な
え
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
を
強
力
に
展
開
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
に
は
市
民
み
な
さ
ん
の

協
力
が
大
切
で
す
。
こ
の
た

め
市
で
は
菊
の
栽
培
に

つ
い

て
の
講
座
を
次
の
と
お
り
開

き
ま
す
。
な
る
べ
〈
多
く
の

ご
参
加
を
お
ね
が
い
し
ま
す

特
に
今
回
は
冬
期
の
準
備
作

業
ず
主
体
と
な
り
ま
す
。

マ
対
象
市
内
在
住
者

マ
期
間
昭
和
四
十
二
年
十

一
一
月
か
ら
昭
和
四
十
三
年

三
月
ま
で

マ
時
間
午
後
一
時
か
ら
四

時
ま
で

マ

場

所

市

民
会
舘

マ
講
座
内
容

①
大
輪
②
懸
崖
③
盆
栽

マ
申
込
十
二
月
十
五
日
ま

で
市
民
会
舘
内
中
央
公
民

舘
へ
申
込
み
〈
だ
さ
い
。

マ
受
講
料
無
料

な
お
、
第
一
回
目
は
昭
和

〈

歳末多忙

みんなで

手ぎわよく

早めに

四
十
二
年
十
二
月
十
七
日
に

行
な
い
ま
す
。

国
庫
債
券
の
買
上
に
よ

る
資
金
の
貸
付
け

国
庫
債
券
を
お
持
ち
の
か

た
で
生
活
に
困
っ
て
お
ら
れ

る
場
合
や
事
業
の
資
金
ず
必

要
な
か
た
の
た
め
に
つ
ぎ
の

と
お
り
国
庫
債
券
の
買
上
げ

を
行
な
い
ま
す
。
買
上
げ
を

希
望
さ
れ
る
方
は
福
祉
事
務

所
ヘ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
と
な
る
国
庫
債
券

⑨
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
国
庫
債
券

⑨
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
国
庫
債
券

⑨
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

A
申
込
受
付
期
限

十
二
月
十
二
日

な
お
、
〈
わ
し
い
ζ

と
は

福
祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
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交通教室

大村市政だよ

A
箇

歩行者も

交通法規を守ろう

大
村
市
内
で
は
十

一
月

十
日
現
在
で

発
生
件
数
三
百
二
十
一
件

死

者

数

十
名

傷

者

数

二

百

二

十

一

名

の
交
通
事
故
が
発
生
し
昨
年

の
発
生
件
数
と
死
傷
者
数
を

す
で
に
突
破
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
歩
行
者
の
被
害
事

故
で
運
転
者
の
不
注
意
に
よ

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
中

に
は
歩
行
者
に
直
接
の
事
故

原
因
が
あ
る
場
合
も
少
く
あ

り
ま
せ
ん
。

十
一
月
一
日
か
ら
横
断
歩

道
附
近
に
お
け
る
運
転
者
の

注
意
義
務
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
が
、
歩
行
者
も
次
の
乙
と

を
正
し
〈
守
っ
て
交
通
事
故

に
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ム
歩
道
車
道
の
区
別
が
あ
る

道
で
は
歩
道
を
、
歩
道
車
道

の
区
別
の
な
い
と
こ
ろ
で
は

右
側
端
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

マ
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

一
度
と
ま
っ
て
必
ず
右
、
左

の
安
全
を
確
め
て
か
ら
渡
り

ま
し
ょ
う
。

マ
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る

と
き
は
、
い
く
ら
か
遠
ま
わ

り
に
な
っ
て
も
、
必
ず
横
断

歩
道
を
旗
又
は
手
を
上
げ
て

渡
り
ま
し
ょ
う
。

マ
小
さ
い
子
供
き
ん
を
、
道

路
で
遊
ば
せ
た
り
独
り
歩
き

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し

街
に
出
る
と
き
は
、
必
ず
右

手
で
し
っ
か
り
つ
な
い
で
放

ぐと
ι
3
1
2
2
2
1炉
心

主

主

子

恥

達

を

明

る

い

雰
囲
気
の

恥

十

毎

熊

正

尚

氏

一

L
:
J場設
均

以

内

匂

一

W
J
中
で
、
家
庭
に
代
っ
て
そ
の
職
員

1
三

十

一

名

…

、

，

、

，

.

生

活
を
保
障
し
、
指
導
す
る

点
夕

、線
機
闘
鶏
緩
麟
瞳

置

贋

)

一

県

立

言

泉

寮

こ
の
言
泉
寮
は
、
耳
が
き
の
が
乙
の
施
設
で
す
。

一機

懇

親

…

ム

長
崎
県
立
一
一
一
口
泉
寮
は
、
昭
こ
え
な
い
、
耳
が
遠
〈
て
話
こ
の
施
設
で
は
、
全
職
員

己
ぷ
-♂

審

議

闘

…

い
和
二
十
五
年
七
月
、
児
童
福

が

わ
か
ら
な
い
、
幼
児
期
に
が
愛
情
ζ

熱
意
で
、
日
夜
児

J

…一
一
機
縄
線
開
地

J
然
組
γ

…
祉
法
に
よ
り
県
内
唯
一
の
ろ
病
気
で
聞
え
な
〈
な
っ
た
、
童
と
起
居
を
共
に
し
、
日
常

一一一
一戸

イ

ベ

一二
一

一
う
あ
児
施
設
と
し
て
設
立
さ
こ
ん
な
子
供
達
は
特
別
の
教
生
活
の
中
で
言
葉
に
親
し
ま

一ーい
っ

一

ι臨機
一

一
れ
た
・
開
設
当
時
は
市
内
古
育
を
し
な
い
と
言
葉
を
お
ぼ
せ
、
学
校
教
育
を
行
な
い
一

九

必

勝

麟

命
久…一
一

…
町
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
般
社
会
人
に
対
す
る
劣
等
感

…
〆

一昨
組
関
:
判
断

(

…
四
年
現
在
の
広
々
と
し
た
大
将
来
社
会
に
で
て
自
活
す
る
を
持
た
な
い
よ
よ
指
導
し

一川
町
繍
翻

仁

川

~

一
村
平
野
の
中
心
で
あ
る
植
松
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
又
、
て
い
ま
す
。

一
一
ベ
)
勝
機
機
織
¥
ら

v

一
に
新
し

い
寮
を
建
設
し
移
転
家
が
ま
ず
し
〈
、
身
よ
り
が

収
容
者
1
小
学
校

一
年

一一一

Jmp麟
灘

瀦

齢

一

叩
し
た
。
大
村
線
竹
松
駅
か
ら
な
〈
就
学
で
き
な
い
と
き
は
(
満
六
才
)
か
ら
高
等
部
の

一

:
~

鱗

燃

機

¥

~

一
徒
歩
で
十
五
分
の
と
こ
ろ
で
子
供
達
の
将
来
は
ま
っ
た
〈
生
徒
(
満
十
八
才
)
ま
で
百
八

一-一
川一一一川
町
総
額
湿
潤
怖

い

叫

す

。

気

の

毒

で

す

。

こ

の

よ

う

な

十

七

名

。

〔

写

真

〕

日

言

泉

寮

正

面

(
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さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

マ
歩
行
者
も
、
夜
間
道
路
を

O 

O 

O 

グ
人
権
週
間
M

新
憲
法
が
施
行

さ
れ
て
二
十
年
に

な
り
ま
す
。
私
た

ち
が
社
会
の
一
員

と
し
て
協
同
生
活

の
な
か
に
と
け
こ

み
共
存
共
栄
を
は
か
る
た
め

に
は
、
あ
〈
ま
で
個
人
が
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
]

個
人
的
な
も
の
の
見
方
考
え

方
で
物
事
を
き
わ
め
、
公
共

の
福
祉
を
無
視
し
た
り
、
自

分
の
権
利
の
み
を
唱
え
て
義

務
を
履
行
し
な
い
人
が
な
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、

十
二
月
四
日

か
ら
の
人
権
週
間
に
、
新
憲

歩
く
と
き
は
灯
火
を
も
つ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O 

O 

O 

O 

O 

O 

法
の
精
神
を
も
う
一
度
考
え

て
見
た
い
も
の
で
す
。

が
貯
畜
を
し
よ
う
M

十
二
月
い
っ
ぱ
い
全
国
的

に
貯
蓄
増
強
歳
末
特
別
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。
乙
の
運

動
は
明
る
い
家
庭
を
築
き
あ

げ
る
た
め
に
、
お
も
に
次
の

よ
う
な
乙
と
を
実
行
し
よ
う

:
・
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

マ
日
常
生
活
を
反
省
し
消
費

の
合
理
化
と
、
堅
実
な
生

活
設
計
を
た
て
よ
う
。

マ
ボ
ー
ナ
ス
、

農
産
物
代
金

な
ど
は
計
画
的
な
暮
し
の

設
計
に
役
立
て
る
た
め
、

ひ
と
ま
ず
貯
蓄
に
ふ
り
む

け
よ
う
。

マ
生
活
を
正
し
く
知
る
た
め

に
家
計
簿
を
つ
け
よ
う
。

【
歳
末
た
す
け
あ
い
の
寄
付
に
つ
い
て
】

寄
付
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
義
援
金
は
年
内
に
配
分

さ
れ
ま
す
の
で
、
臼
月
四
日
ご
ろ
ま
で
に
町
総
代
の

と
こ
ろ
え
お
願
い
い
た
レ
ま
す
。
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t 


